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は
じ
め
に

　

郵
政
博
物
館
で
は
、
逓
信
総
合
博
物
館
時
代
に
郵
政
歴
史
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
研

究
テ
ー
マ
に
よ
り
分
科
会
を
設
け
て
活
動
し
て
き
た
。
筆
者
は
、
第
五
分
科
会
（
近
世

通
信
・
交
通
に
関
す
る
歴
史
研
究
）
に
所
属
し
、
同
館
の
資
料
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

同
館
に
は
、
幕
府
の
道
中
奉
行
所
か
ら
明
治
政
府
の
駅
逓
局
が
引
き
継
い
だ
交
通
関
係

資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
交
通
史
研
究
資
料
の
宝
庫
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
成
果
は
、

こ
れ
ま
で
同
館
の
研
究
紀
要
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
研
究
者
に
存
在
は
知
ら
れ
て
い
る

道
中
奉
行
所
旧
蔵
の
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
控
』（
郵
政
本
）
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な

巻
数
の
た
め
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
七
月
、
筆
者
の
勤
務
す
る
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
（
さ
い

た
ま
市
）
で
は
、
郵
政
博
物
館
の
協
力
を
得
て
特
別
展
「
に
っ
ぽ
ん
歴
史
街
道　

江
戸

の
街
道
（
み
ち
）
〜
絵
図
で
た
ど
る
宿
場
と
関
所
〜
」
を
開
催
し
た（
１
）。
同
館
所
蔵

の
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
控
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
を
初
め
て
同
時
に
館
外
で
展
示
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
開
催
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
井
上
卓
朗
氏
が
詳

述
す
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
展
覧
会
と
研
究
会
の
調
査
を
通

し
て
、
少
な
か
ら
ず
新
た
な
発
見
と
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
研
究
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
同
館
所
蔵
の
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
控
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』

に
つ
い
て
、
新
た
な
発
見
と
と
も
に
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
の
展
示
は
、
郵
政
博
物
館
所
蔵
『
五
街
道
分
間
延

絵
図
控
』
の
全
点
と
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
五

街
道
分
間
延
絵
図
』
の
う
ち
「
中
山
道
」、「
日
光
道
中
」、「
日
光
御
成
道
」、「
日
光
御

廻
道
」、「
館
林
通
」、「
関
宿
多
功
道
」
の
埼
玉
県
内
に
関
わ
る
十
巻
の
み
の
借
用
で
あ

る
た
め
、全
点
を
照
合
し
て
の
比
較
検
討
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
、
小
稿
で
は
便
宜
的
に
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東

博
本
）
を
献
上
本
、
郵
政
博
物
館
蔵
（
郵
政
博
本
）
を
実
務
本
と
原
則
表
記
す
る
が
、

東
博
本
、
あ
る
い
は
郵
政
博
本
と
す
る
こ
と
が
適
切
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。
ま
た
両
本
は
巻
子
装
、
折
本
装
な
ど
の
別
が
あ
り
、「
帖
」
や
「
舗
」、

あ
る
い
は
「
冊
」
と
す
べ
き
形
状
も
あ
る
が
、
小
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
数
量

は
「
巻
」
と
表
記
す
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

一
　『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
の
資
料
概
要

　
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
に
つ
い
て
概
要
を
触
れ
て
お
き
た
い
。『
五
街
道
分
間
延
絵

図
』
は
、
正
式
に
は
『
五
海
道
其
外
分
間
延
絵
図
並
見
取
絵
図
』
と
い
う
。
こ
の
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
五
街
道
を
は
じ
め
と
す
る
脇
街
道
の

宿
村
で
調
査
が
開
始
さ
れ
た
（「
五
海
道
絵
図
仕
立
御
用
出
張
諸
道
中
注
意
方
」）。
六

月
二
十
三
日
、
支
配
勘
定
上
野
権
内
は
、
老
中
戸
田
氏
教
か
ら
「
五
海
道
筋
分
間
絵
図

仕
立
」
を
命
じ
ら
れ
て
、
あ
わ
せ
て
支
度
金
二
〇
両
を
支
給
さ
れ
た
。
翌
七
月
、
道
中

奉
行
兼
帯
の
勘
定
奉
行
石
川
忠
房
と
大
目
付
井
上
利
恭
が
勘
定
所
に
関
係
者
を
招
集
、

勘
定
組
頭
関
川
庄
右
衛
門
は
代
官
た
ち
に
絵
図
調
査
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
早
速

二
十
三
日
に
は
日
光
御
成
道
沿
道
の
村
々
へ
廻
状
が
出
さ
れ
て
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

　

現
在
実
地
見
分
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
と
こ
ろ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
の
制
作

 

杉
山　

正
司　
　
　
　

 

論
　
　
文



『五街道分間延絵図』と『宿村大概帳』の制作
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○
日
光
御
成
道
―
寛
政
十
一
年
（
一
八
〇
〇
）
七
月
、
鳩
ヶ
谷
宿
。

○
中
山
道
―
一
〇
月
、
桶
川
宿
。
十
一
月
、
本
庄
宿
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
五
月
、

本
山
宿
。
六
月
、
藤
塚
村
と
八
幡
村
。

○
東
海
道
―
同
二
年
九
月
、
本
宿
村
。
十
月
、
矢
作
村
。
同
三
年
十
二
月
、
神
奈
川
宿
。

○
水
戸
佐
倉
道
―
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
十
二
月
、
砂
原
村
。
同
二
年
正
月
、
松
戸

宿
。

○
日
光
道
中
―
同
年
三
月
、
瀬
川
村
。
同
年
十
二
月
、
粕
壁
宿
。

○
関
宿
通
多
功
道
―
同
年
八
月
、
長
井
戸
村
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
地
点
を
概
観
す
る
と
、
お
お
よ
そ
一
つ
の
街
道

毎
に
調
査
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

調
査
役
人
は
、
上
野
権
内
ら
勘
定
の
も
と
関
東
郡
代
組
附
を
含
む
勘
定
所
や
評
定
所

の
役
人
と
普
請
役
で
構
成
さ
れ
、
分
間
方
（
測
量
）
と
絵
図
方
（
製
図
）、
清
書
な
ど

を
分
担
し
た
。
調
査
は
、
事
前
に
宿
村
か
ら
提
出
さ
せ
た
明
細
帳
を
も
と
に
実
地
調
査

を
行
い
、
現
地
か
ら
見
え
る
範
囲
の
山
々
の
景
色
ま
で
も
写
生
し
、
粕
壁
宿
で
は
六
日

間
の
滞
在
を
し
て
い
る
。
絵
図
は
、
一
里
七
尺
二
寸
、
す
な
わ
ち
現
在
の
縮
尺
に
直
す

と
約
一
八
〇
〇
分
の
一
で
作
成
さ
れ
、
街
道
の
地
形
に
よ
り
方
位
が
屈
曲
す
る
修
正
を

十
二
支
に
よ
っ
て
東
西
南
北
を
修
正
し
、
ほ
ぼ
一
直
線
で
絵
図
の
中
の
収
め
る
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
分
担
し
て
作
成
さ
れ
た
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
、
足
掛
け
七
年
の

歳
月
を
か
け
て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
翌
年
正

月
作
成
の
「
五
海
道
其
外
分
間
見
取
延
絵
図
総
目
」
の
跋
文
に
は
、「
絵
図
并
大
概
書
」

と
「
諸
街
絵
図
」
と
と
も
に
一
揃
と
し
て
い
る
【
図
１
】。

　
「
絵
図
并
大
概
書
」
は
、
難
読
の
漢
文
で
あ
る
。
寛
政
年
中
に
五
街
道
と
附
属
街
道

の
延
絵
図
を
作
成
し
、
大
概
書
は
先
行
の
諸
書
で
曖
昧
で
あ
っ
た
道
筋
な
ど
を
再
調
査

し
、
総
目
と
し
て
掲
載
し
た
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
将
軍（
２
）に
献
上
し
、
江

戸
城
内
の
紅
葉
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
。
こ
の
完
成
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
再
度
命
を
受

け
、
大
概
書
は
改
め
て
校
本
を
作
成
し
て
後
世
の
参
考
に
備
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ

の
校
本
は
、
文
章
の
修
飾
を
排
除
し
て
事
実
を
詳
し
く
記
す
こ
と
と
し
た
、
と
い
う
大

要
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
資
料
に
よ
れ
ば
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
同

時
に
作
成
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
、
道
中
の
見
分
と
と
も
に
往
還
や
宿
村
の
書
上
げ
が

提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
、

一
組
が
献
上
本
と
な
り
、
二
組
が
実
務
本
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
都
合
三
組
が
出

来
上
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
実
務
本
は
一
組
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。

　

現
在
、献
上
本
は
、東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
、「
諸
街
折
絵
図
」と「
総
目
」、

桐
箪
笥
二
棹（
３
）の
付
属
品
と
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。【
表
１
】

二
　 

献
上
本
（
東
博
本
）
と
実
務
本
（
郵
政
博
本
）
と
の

外
面
的
（
外
形
）
比
較

　

今
回
の
検
証
の
前
に
、献
上
本
と
実
務
本
の
外
形
的
な
異
同
を
中
心
に
見
て
お
き
た
い
。

　

巻
数
（
構
成
）
と
目
録　
【
表
２
】
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
最
初
に
気
づ
く

の
は
、
巻
数
の
相
違
で
あ
る
。
献
上
本
が
全
八
〇
巻
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
実
務
本
は

全
九
十
二
巻
（
正
し
く
は
、
九
十
一
帖
と
一
舗

（
枚
））
と
十
二
巻
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
献
上
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
絵
図
が
十
一
巻

あ
る
た
め
で
あ
る
。「
日
光
御
山
内
見
取
絵
図

控
」
一
巻
、「
本
坂
道
分
間
延
絵
図
」、「
箱
根

湯
治
場
道
見
取
絵
図
控
」
二
巻
、「
信
州
松
本

通
見
取
絵
図
控
」
六
巻
、「
見
取
開
絵
図
」
一

舗
（
枚
）
で
あ
る
。

　

こ
の
巻
数
構
成
の
相
違
は
、
何
故
な
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
な
ど

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
当
初
か

ら
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
謎

を
解
く
カ
ギ
は
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』（
東

博
本
）
と
と
も
に
重
文
指
定
さ
れ
て
い
る
「
五

海
道
其
外
分
間
見
取
絵
図
総
目
」
の
題
箋
（
表

題
）
を
持
つ
資
料
に
注
目
し
た
い
。【
図
２
】

献 上 本 実 務 本

旧所蔵者 将軍（紅葉山文庫） 道中奉行所

現所蔵者 東京国立博物館 郵政博物館

正・副の別 正本 副本

員数 85巻 92巻（帖）

装丁 巻子装 折本装

文化財指定 重要文化財 無

表１　『五街道分間延総図』対照表
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表２　『五海道其外分間延絵図並見取絵図』構成対照表

［注記］
原資料の表題のうち、舘林は館林、大田原は太田原、會津は会津、江嶋は江島、矢倉澤は矢倉沢に修正。
埼玉県立歴史と民俗の博物館編　特別展「にっぽん歴史街道　江戸の街道～絵図で辿る宿場と関所～」展示図録を元に筆者が修正。

献上本：東京国立博物館蔵

列品番号 資　料　名　称 巻数

P-582_1～_13 東海道分間延絵図 13

P-582_14 佐屋路分間延絵図 1

P-582_15～_24 中山道分間延絵図 10

P-582_25～_26 美濃路見取絵図 2

P-582_27～_28 朝鮮人道見取絵図 2

P-582_29～_31 中山道例幣使道分間延絵図 3

P-582_32 館林通見取絵図 1

P-582_33～_37 足尾通見取絵図 5

P-582_38～_42 日光道中分間延絵図 5

P-582_43～_45 日光御成道分間延絵図 3

P-582_46 日光御廻道見取絵図 1

P-582_47～_48 日光道中壬生通分間延絵図 2

P-582_49～_51 奥州道中分間延絵図 3

P-582_52～_53 会津道見取絵図 2

P-582_54 水戸佐倉道分間延絵図 1

P-582_55～_58 関宿通多功道見取絵図 4

P-582_59～_67 甲州道中分間延絵図 9

P-582_68 山嵜通分間延絵図 1

P-582_69 紀州往還見取絵図 1

P-582_70～_71 加太越奈良道見取絵図 2

P-582_72～_74 伊勢路見取絵図 3

P-582_75 江島道見取絵図 1

P-582_76 浦賀道見取絵図 1

P-582_77～_78 根府川通見取絵図 2

P-582_79～_80 矢倉沢通見取絵図 2

合計80巻

《付属品》
列品番号 資　料　名　称 点数

P-581 諸街折絵図 1
P-582 五海道其外分間見

取延絵図総目
1

P-582 桐箪笥［五海道其
外分間延絵図並見
取絵図（付属品）］

2

合計84点

実務本：郵　政　博　物　館　蔵

資料番号 資　料　名　称 冊　数 備　　　　　考

SBA-57 東海道分間延絵図控 13 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-69 佐屋路見取絵図控 1 東博本と同じ。

SBA-58 中山道分間延絵図控 10 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-72 美濃路分間延絵図控
3

３巻であるが内容は東博本２巻と同じ。東博
本の巻之二が２分割（①萩原、起、墨俣、養
老滝・②大垣）。

SBA-78 朝鮮人道見取絵図 2 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-65 中山道例幣使道分間延絵図控 3 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-76 館林通見取絵図［控］ 1 東博本と同じ。

SBA-83 足尾道見取絵図控
5

各巻の区切りは、東博本と同じであるが、東
博１巻＝郵政５巻、東博５巻＝郵政１巻と
なっている。

SBA-59 日光道中分間延絵図控 5 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-61 日光御成道分間延絵図控 3 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-62 日光御廻道見取絵図 1 東博本と同じ。

SBA-60 日光壬生通分間延絵図控 2 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-64 奥州道中分間延絵図控 3 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-77 今市ヨリ太田原迄会津道見取絵図控 2 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-68 水戸佐倉分間延絵図控 1 東博本と同じ。

SBA-79 関宿通多功道見取絵図控 4 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-66 甲州道中分間延絵図控 9 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-70 山崎通分間延絵図 1 東博本と同じ。

SBA-85 紀州往還見取絵図 1 東博本と同じ。

SBA-84 加太越通見取絵図 2 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-67 伊勢路見取絵図 3 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-75 江島道見取絵図 1 東博本と同じ。

SBA-81 浦賀道見取絵図 1 東博本と同じ。

SBA-82 根府川通見取絵図控 2 東博本と同じ。

SBA-74 矢倉沢通見取絵図控 2 各巻の区切り・順番は、東博本と同じ。

SBA-63 日光御山内見取絵図控 1 中禅寺
SBA-71 本坂道分間延絵図 1 気賀、三ケ日、嵩山、鳳来寺、豊川稲荷
SBA-73 箱根湯治場道見取絵図控 ２巻之内１ 塔ノ澤、宮ノ下、堂ケ嶋、底倉、木賀、芦湯

２巻之内２ 宮城野、千石原、姥子
SBA-80 信州松本通見取絵図控 ６巻之内１ 小諸町

６巻之内２ 田中、海野、上田町、中條陣屋、坂木

６巻之内３
戸倉、八幡、姥捨山、矢代、千曲川、丹波嶌、
犀川、善光寺町、松代町

６巻之内４ 稲荷山、麻績、青柳
６巻之内５ 會田、苅屋原、岡田、岡田神社、浅間場
６巻之内６ 松本町、村井、郷原

SBA-86 見取開絵図
1

伏見ヨリ山崎通、淀ヨリ久我縄手山寄迄、淀
ヨリ京都迄朝鮮人来聘道、京都ヨリ山崎迄

合計92巻
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内
題
は
、
表
題
と
少
々
異
な
っ
て
い
る
。「
五
海
道
其
外
分
間
見
取
絵
図
稿
本
総
目
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
御
勘
定
所
道
中
懸
控
」
と
あ
る
。
井
上
卓
朗
氏
は
、
こ
の

事
実
と
列
記
さ
れ
た
絵
図
名
に「
控
」の
文
字
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て「
稿
本
総
目
」

（
以
下
「
総
目
」
と
略
す
）
は
郵
政
博
本
（
実
務
本
）
の
目
録
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
東
博
に
は
、
同
様
な
「
五
海
道
其
外
分
間
見
取
絵
図
見
取
絵
図

書
類
総
目
録
」（
以
下
「
総
目
録
」
と
略
す
）【
図
３
】
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
記
載
内

容
か
ら
、
こ
ち
ら
が
献
上
本
（
東
博
本
）
の
目
録
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
４
）。

　

そ
こ
で
「
総
目
録
」
を
み
て
い
く
と
、「
総
目
」
と
「
総
目
録
」
の
構
成
お
よ
び
員

数
は
、一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
５
）。こ
の
こ
と
が
示
す
の
は
、郵
政
博
本
と
な
っ

て
い
る
制
作
当
初
の
献
上
本
と
実
務
本
の
全
容
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
東

博
本
の
現
状
の
巻
数
は
、【
表
２
】
で
み
た
と
お
り
十
二
巻
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
総

目
録
」
に
は
、
欠
本
と
な
っ
て
い
る
十
二
巻
の
絵
図
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

献
上
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
当
初
は
、
九
十
一
巻
構
成
の
完
本
で
あ
っ
た
も
の
が
、
あ

る
時
期
失
わ
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
失
わ
れ
た
時
期
は
東
博
に
収
蔵
さ
れ
る
以
前

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
本
来
実
務
本
に
付
属
し
て
い
る
べ
き

で
あ
る
が
、
現
状
で
は
献
上
本
に
付
属
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
「
総
目
」
に
ヒ
ン
ト

が
あ
る
。

　
「
総
目
」
を
見
て
い
く
と
、
絵
図
名
の
上
に
朱
の
合
点
が
打
た
れ
て
い
る
も
の
、
朱

の
合
点
が
無
い
も
の
の
別
が
あ
る
。【
図
４
】朱
の
合
点
の
有
無
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
か
。

前
出
の
井
上
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
合
点
の
無
い
絵
図
名
は
、
す
べ
て
現
在
東

博
本
と
し
て
存
在
す
る
絵
図
に
合
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
務
本
の
「
総
目
」
に
よ

り
、
献
上
本
を
照
合
し
た
際
の
チ
ェ
ッ
ク
の
印
し
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
照
合
し

た
時
点
で
献
上
本
は
、
欠
本
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
内
表
紙
裏
に
は
朱
書

で
「
現
存
八
十
巻　

朱
点
ノ
分
ハ
缼
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
照
合
は
い
つ
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
総
目
」、「
総
目
録
」
と

も
に
「
浅
草
文
庫
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
内
紅
葉
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て

い
た
献
上
本
と
「
総
目
録
」、
そ
し
て
道
中
奉
行
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
実
務
本
に
本

来
付
属
し
て
い
た「
総
目
」は
、明
治
維
新
後
浅
草
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

何
故
、
道
中
奉
行
所
に
あ
っ
た
は
ず
の
「
総
目
」
だ
け
が
、
浅
草
文
庫
へ
入
っ
た
の
か

経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
道
中
奉
行
所
に
あ
っ
た
「
総
目
」
が
献
上
本
と
同
一
の

場
所
に
保
管
さ
れ
た
の
は
浅
草
文
庫
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朱
の
合

点
が
う
た
れ
た
の
は
明
治
初
年
に
浅
草
文
庫
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

な
お
、
実
務
本
本
体
は
、
巻
頭
上
部
に
「
駅
逓
局
庶
務
課
編
輯
印
」
が
捺
さ
れ
て
い

る
た
め
、
浅
草
文
庫
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
道
中
奉
行
所
関
連
業
務

は
、
民
部
省
所
管
の
駅
逓
司
へ
引
き
継
が
れ
、
明
治
四
年
七
月
か
ら
大
蔵
省
所
管
、
翌

八
月
駅
逓
寮
に
昇
格
。
そ
し
て
同
七
年
一
月
に
内
務
省
所
管
と
な
り
、
同
十
年
に
駅
逓

局
へ
と
改
称
さ
れ
て
農
商
務
省
所
管
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
の
た
め

に
収
集
さ
れ
た
資
料
に
は
、「
駅
逓
局
庶
務
課
編
輯
印
」「
駅
逓
局
図
書
印
」
が
あ
る
こ

と
が
、
井
上
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（
６
）。

収
蔵　

と
こ
ろ
で
「
総
目
録
」
に
も
、
朱
書
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』

の
資
料
名
と
員
数
の
間
に
見
ら
れ
る
（【
図
３-

２
】
参
照
）。

　

例
え
ば
（
朱
書
は
太
字
に
し
た
部
分
）

　
　
　

東
海
道
分
間
延
絵
図　
　
　
　
　
　

三
重
組
之
内　
　

拾
三
巻
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　

壹

の
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
三
重
に
組
ま
れ
た
、
つ
ま
り
三
段
組
の
重
箱
の
内
、
上
段
に
収

納
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
上
段
に
収
納
さ
れ
る
他
の
四
巻
に
は
「
同
」
と

朱
書
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、
八
組
の
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
朱
書
さ
れ
て

い
る
【
図
３-

３
】。
こ
れ
は
推
測
す
る
に
、
浅
草
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
直
前
、
紅
葉
山

文
庫
出
庫
時
に
行
っ
た
確
認
時
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
と
お

り
、
現
在
、
献
上
本
に
は
杉
材
と
み
ら
れ
る
箪
笥
が
付
属
し
て
い
る
。
箪
笥
は
、
仕
様

な
ど
か
ら
近
代
以
降
の
製
作
と
考
え
て
い
る
が
、
朱
書
に
記
さ
れ
た
様
相
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
し
か
も
箪
笥
の
引
き
出
し
に
は
、
各
絵
図
名
を
墨
書
し
た
貼
紙
が
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
一
街
道
が
二
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
様
は
無
く
、
一
段
の
引
き
出
し
に
収

納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
実
務
本
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
新
た
な
発
見
に
よ
り
、
箱
に
収
納
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
棚
な
ど
に
平
積
み
の
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
総
目

録
」
は
、
献
上
本
の
付
属
と
し
て
作
成
保
管
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ

り
、
紅
葉
山
文
庫
で
は
、
本
来
の
巻
数
を
備
え
て
お
り
、
出
庫
ま
で
は
全
巻
重
箱
に
収

納
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
浅
草
文
庫
収
蔵
時
に
は
、
紛
失
な
ど

何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
欠
本
が
生
じ
、
そ
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
重
箱
か
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ら
箪
笥
へ
と
保
管
方
法
が
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
諸
街
折
絵
図
」　

こ
れ
以
外
の
異
同
で
大
き
な
事
項
と
し
て
、「
諸
街
折
絵
図
」
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
諸
街
折
絵
図
」
は
、「
総
目
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
（【
図

１
】
参
照
）、「
総
目
録
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
献
上
本
で
あ
る
重
要
文

化
財
の
附
指
定
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
諸
街
折
絵
図
」
は
、
実
務
本
の
目
録
で
あ
る
「
総
目
」
に
は
記
載
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
郵
政
博
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

献
上
本
の
「
総
目
録
」
に
は
な
い
「
諸
街
折
絵
図
」
は
、
実
務
本
と
入
れ
替
わ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
も
と
も
と
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
。
か
ね

て
か
ら
研
究
者
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
が
、
経
緯
は
確
認
し
て
い
な
い

が
、
実
務
本
で
あ
っ
た
「
諸
街
折
絵
図
」
は
、
明
治
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
総
目
録
」
に
は
記
載
は
な
い
も
の
の
、「
諸
街
折
絵
図
」
は
、
献
上
本
と

し
て
も
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
記
載
の
異
同
が
、「
総
目
」
と
「
総
目
録
」
の
混
乱
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
れ
は
「
諸
街
折
絵
図
」
が
、「
総
目
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
た
ま

た
ま
浅
草
文
庫
で
「
総
目
」
と
「
総
目
録
」
が
存
在
し
た
時
期
の
照
合
、
す
な
わ
ち
前

述
の
朱
の
合
点
を
打
っ
た
時
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
「
総
目
録
」
に
記
載
の
な
か
っ
た

「
諸
街
折
絵
図
」
の
存
在
が
あ
っ
た
た
め
、
内
表
紙
の
「
道
中
懸
控
」
を
見
落
と
し
た

か
、
あ
る
い
は
書
き
間
違
え
と
判
断
し
、「
総
目
」
を
献
上
本
の
目
録
と
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
総
目
」
に
は
、「
絵
図
并
大
概
書
」
な
ど
の
記
述
や
識
語
、

道
中
奉
行
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
役
人
名
が
列
記
さ
れ
、
一
見
す
る
と
正
本
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
諸
街
折
絵
図
」
の
存
在
が
、「
総
目
」
と
「
総
目
録
」
と
の
混
乱
に

関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

区
切
り
（
分
割
）　

実
務
本
「
美
濃
路
分
間
延
絵
図
控
」
は
、「
総
目
」
で
は
、「
総
目
録
」

同
様
に
二
巻
構
成
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
献
上
本
は
二
巻
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
現
状
の
実
務
本
で
は
三
巻
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
献
上

本
の
第
二
巻
が
二
分
割
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
題
箋
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
三
巻
之
内

壹
」、「
三
巻
之
内
二
之
乾
二
」、
三
巻
之
内
二
之  

坤  

二
」
と
あ
る
。「
乾
」「
坤
」
は
、

大
垣
の
前
で
分
割
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
割
は
、「
総
目
」
の
完
成
後
に
道
中
奉
行
所

で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
務
的
に
該
当
箇
所
の
検
索
が
簡
便
に
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

配
列
（
順
序
）　
「
美
濃
路
分
間
延
絵
図
」
同
様
、
他
巻
で
も
双
方
の
区
切
り
や
順
序
が

異
な
る
巻
が
あ
る
。実
務
本
の「
足
尾
道
見
取
絵
図
控
」も
献
上
本
、「
総
目
録
」と「
総

目
」
の
記
述
と
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
巻
と
第
五
巻
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
銅
山
（
あ
か
が
ね
）
街
道
と
呼
ば
れ
る
「
足
尾
道
」
は
、
起
点
を
例
幣
使

街
道
の
木
崎
と
す
る
。
表
題
に
記
さ
れ
た
地
名
を
元
に
道
筋
か
ら
考
え
る
と
木
崎
―
大

原
新
町
―
大
間
々
―
桐
原
―
（
赤
城
山
）
―
花
輪
―
神
戸
―
澤
入
―
足
尾
新
梨
―
上
神

子
内
―
細
尾
と
な
り
、
脇
往
還
と
し
て
大
間
々
―
桐
生
新
町
―
小
俣
―
足
利
と
い
う

ル
ー
ト
と
な
る
。

　

さ
て
、「
足
尾
道
見
取
絵
図
」、「
総
目
」
及
び
「
総
目
録
」
に
記
さ
れ
た
ル
ー
ト
を

見
て
み
よ
う
。

第
一
巻　

 

大
間
々
（
大
間
々
町
）・
桐
生
新
町
（
桐
生
市
）・
小
俣
（
足
利
市
）・
足
利

町
（
同
前
）

第
二
巻　

澤
入
（
み
ど
り
市
）・
神
戸
（
同
前
）

第
三
巻　

花
輪
（
み
ど
り
市
）・
赤
城
山
・
桐
原
（
大
間
々
町
）・
大
間
々
（
同
前
）

第
四
巻　

大
原
新
町
（
太
田
市
）・
木
崎
（
同
前
）

第
五
巻　

細
尾
（
日
光
市
）・
上
神
子
之
内
（
同
前
）・
足
尾
新
梨
（
同
前
）

　

こ
れ
を
見
て
気
付
く
の
は
、
第
一
巻
は
、
足
利
―
大
間
々
の
脇
往
還
が
最
初
に
な
っ

て
い
る
。
次
に
第
二
巻
は
、
北
方
に
跳
ん
で
南
に
向
か
っ
て
澤
入
―
神
戸
と
い
う
足
尾

直
前
。
第
三
巻
は
、
花
輪
―
大
間
々
の
第
二
巻
に
接
続
す
る
南
側
。
第
四
巻
は
、
大
間
々

か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
下
し
て
木
崎
ま
で
。
第
五
巻
は
、
最
北
へ
と
ん
で
日
光
手
前
の
細
尾

か
ら
足
尾
ま
で
南
下
す
る
。
足
利
か
ら
辿
っ
た
ル
ー
ト
で
も
よ
い
の
だ
が
、
足
尾
―
細

尾
間
の
収
ま
り
が
悪
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
総
目
」、「
総
目
録
」
と
も
に
現
状
と
絵
図
の
順
路
が
混
乱
し
て
い
る
。

献
上
本
は
、「
総
目
録
」
と
お
り
の
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
実
務
本
は
、「
総
目
」

と
お
り
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
第
一
巻
と
第
五
巻
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
入
れ
替

わ
り
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
入
れ
替
わ
っ
た
「
足
尾
道
」
の
実
務
本

か
ら
行
程
を
辿
っ
て
み
る
と
、
最
北
の
細
尾
―
足
尾
―
花
輪
―
大
間
々
―
木
崎
と
一
直

線
で
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
五
巻
は
脇
往
還
で
あ
る
の
で
、
最
終
巻
に
配
置
し
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た
と
素
直
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、献
上
本
に
つ
い
て
は
、構
成
の
検
証
が
不
十
分
な
ま
ま
作
成
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
一
方
、
実
務
本
は
当
初
「
総
目
」
ど
お
り
制
作
さ
れ
た
が
、
街
道
を
把
握
し
て
い

る
道
中
奉
行
所
が
、
実
務
本
を
配
列
す
る
際
に
献
上
本
で
見
落
と
さ
れ
た
配
列
間
違
い

を
確
認
し
て
修
正
し
た
。
そ
う
な
る
と
献
上
本
が
先
行
し
て
制
作
さ
れ
た
後
、
実
務
本

が
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

あ
る
い
は
、
作
成
後
に
配
列
の
間
違
い
に
気
付
き
、
道
中
奉
行
所
で
修
正
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

装
丁　

献
上
本
と
実
務
本
の
外
形
的
に
特
徴
の
あ
る
異
同
は
、
装
丁
で
あ
る
。
献
上
本

は
、
絵
巻
物
状
の
巻
子
装
。
実
務
本
は
、
大
般
若
経
な
ど
に
み
ら
れ
る
折
本
（
帖
）
装
。

同
一
の
絵
図
に
も
関
わ
ら
ず
異
な
る
形
態
で
あ
る
こ
と
に
、
通
常
は
違
和
感
を
覚
え
る

で
あ
ろ
う
。
一
般
的
な
史
資
料
で
は
、
表
装
な
ど
の
裂
地
の
素
材
な
ど
で
の
相
違
は
あ

る
も
の
の
、
形
態
の
違
い
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
れ
は
、
目
的
の
差
異
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
献
上
本
は
、
将
軍
が
御
覧
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
装
丁
が
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
将
軍
は
、
各
絵
図
を
す
べ
て
見
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
成
果

品
を
御
覧
に
入
れ
た
際
に
絵
巻
物
状
に
広
げ
る
こ
と
で
街
道
の
長
さ
が
実
感
で
き
る
と

と
も
に
美
的
に
も
見
栄
え
が
す
る
。

　

一
方
、
実
務
本
は
、
道
中
奉
行
所
で
役
人
が
実
用
に
供
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
装
丁

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
子
装
で
あ
る
と
、
確
認
し
た
い
個
所
が
巻
頭
に
近
け
れ

ば
問
題
な
い
が
、
後
半
部
、
特
に
巻
末
に
あ
る
場
合
に
は
巻
き
込
む
こ
と
に
手
間
が
か

か
り
、
該
当
部
分
へ
辿
り
つ
く
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
が
折
本
装
で
あ
れ
ば
、

巻
末
で
あ
っ
て
も
即
座
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　

当
初
か
ら
の
装
丁
で
あ
る
こ
と
は
、
員
数
が
前
出
の
献
上
本
の
目
録
で
あ
る
「
総
目

録
」
に
は
「
巻
」、
実
務
本
の
目
録
で
あ
る
「
総
目
」
で
は
「
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
献
上
本
と
実
務
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

な
お
、
両
本
と
も
縦
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
、
通
常
の
巻
子
装
と
比
べ
て

長
大
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
紙
で
は
足
り
ず
に
二
〜
三
枚
の
紙
で
継
が
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
両
本
を
比
較
し
て
も
そ
の
紙
継
に
法
則
性
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三
　 

献
上
本
（
東
博
本
）
と
実
務
本
（
郵
政
博
本
）
と
の

表
現
・
情
報
比
較

　

前
項
で
は
、
構
成
や
装
丁
な
ど
の
外
形
的
な
比
較
を
試
み
、
献
上
本
と
実
務
本
の
差

異
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
絵
図
本
体
の
表
現
や
記
載
情
報
な
ど
内
部
的

な
比
較
を
し
て
い
き
た
い
。

　

絵
画
で
は
本
来
、
記
さ
れ
た
情
報
や
絵
画
表
現
な
ど
は
本
歌
で
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

摸
写
を
す
れ
ば
、
写
本
は
ほ
ぼ
同
一
同
似
で
あ
る
と
い
う
感
覚
を
、
筆
者
は
も
っ
て
い

る
。
対
し
て
史
料
な
ど
文
書
や
書
跡
、
書
籍
な
ど
の
写
本
は
、
字
形
の
同
似
性
に
は
関

心
が
薄
く
、
記
さ
れ
た
文
字
と
い
う
情
報
が
同
一
で
あ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

さ
て
、
絵
図
は
如
何
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
今
回
の
検
証
で
、
本
主
題
の
『
五
街

道
分
間
延
絵
図
』は
、絵
画
と
史
料
の
中
間
を
行
く
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
東
博
本
で
あ
る
献
上
本
と
、
実
務
本
で
あ
る
郵
政
博
本

（
旧
逓
信
博
本
）
は
、
当
初
の
完
成
で
あ
る
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
以
降
、
お
そ
ら

く
照
合
の
た
め
に
一
度
、
あ
る
い
は
全
く
揃
っ
て
会
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
冒
頭
で
述
べ
た
展
覧
会
に
お
い
て
初
め
て
、
も
し
完
成

前
後
に
揃
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
実
に
二
〇
八
年
ぶ
り
に
会
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
事
実
に
よ
り
、
巷
間
囁
か
れ
て
き
た
こ
と
が
、
現
実
に
確
認
さ
れ
、
新
た
な
発
見

に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

街
道
の
描
法
と
色
調　

絵
図
の
縮
尺
は
、先
述
の
と
お
り「
絵
図
并
大
概
書
」（【
図
１
】）

か
ら
約
一
八
〇
〇
分
の
一
の
縮
尺
で
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
横
方
向
、
す
な

わ
ち
街
道
の
起
点
か
ら
終
点
に
向
か
っ
て
の
距
離
の
縮
尺
で
あ
る
。

　

一
方
、
道
幅
に
関
し
て
は
現
行
地
図
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
長
さ

の
縮
尺
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
縮
尺
よ
り
も
広
く
取
ら
れ
て
い
る
。

　

描
線
に
関
し
て
は
、
直
線
は
定
規
状
の
も
の
を
あ
て
て
引
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
一
部
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
不
明
確
で
あ
る
。

　

前
後
の
巻
と
は
、
重
複
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
接
続
部
の
前
後
は

暈
し
で
街
道
が
伸
び
て
い
る
様
を
表
現
し
て
い
る
。
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さ
て
街
道
表
現
で
最
も
顕
著
と
思
わ
れ
る
の
は
、
街
道
に
塗
ら
れ
た
絵
具
の
色
で
あ

る
。
全
巻
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
献
上
本
で
は
「
金
茶
色
」
や
「
鬱
金
色
」

系
で
着
彩
さ
れ
て
い
る
街
道
が
多
い
。
わ
か
り
や
す
く
例
え
れ
ば
橙
色
に
近
い
黄
色
系

の
色
で
あ
る
。
実
務
本
は
と
い
う
と
、「
中
黄
色
」
や
「
向
日
葵
色
」
と
い
っ
た
や
や

明
る
い
黄
色
系
で
着
彩
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
全
体
の
傾
向
で
あ
り
、

実
務
本
で
も
「
金
茶
色
」
で
塗
ら
れ
て
い
る
巻
も
あ
る
。

　

献
上
本
は
、
落
ち
着
い
た
色
調
で
鑑
賞
に
堪
え
る
。
実
務
本
は
、
明
る
い
色
調
で
見

や
す
さ
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
て
着
彩
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

描
写
（
絵
師
）　

こ
の
よ
う
な
色
調
の
違
い
の
ほ
か
に
、
描
写
法
に
も
顕
著
に
違
い
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
街
道
の
面
し
た
家
並
み
は
比
較
的
詳
細
で
、『
宿
村
大
概
帳
』

と
比
較
し
て
東
海
道
の
江
戸
に
近
い
宿
場
で
は
ほ
ぼ
一
致
、
木
曽
路
な
ど
で
は
完
全
に

家
数
な
ど
が
一
致
し
て
描
か
れ
て
い
る
一
方
、
中
山
道
や
日
光
道
中
の
江
戸
に
近
い
宿

場
は
約
半
分
程
度
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
特
に
中
山
道
の
江
戸
に
近
い
板
橋
・
蕨
・

浦
和
・
大
宮
・
本
庄
の
各
宿
は
個
々
の
建
物
を
大
き
く
描
く
こ
と
で
棟
数
も
省
略
し
て

い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る（
７
）。
構
造
も
瓦
葺
、
藁
（
茅
）
葺
、
板
葺
、
土
蔵
な
ど
の

別
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
何
ヵ
所
か
の
宿
場
を
比
較
し
た
こ
と
だ
が
、
献
上
本
と

実
務
本
は
、
技
量
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
に
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
建
物

の
形
状
は
、
実
務
本
に
関
し
て
言
え
ば
、
部
分
的
に
簡
略
化
さ
れ
た
り
、
柱
が
垂
直
で

な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
走
り
書
き
の
様
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

｢

日
光
道
中｣

の
越
谷
宿
を
例
に
と
る
と
、
前
項
で
あ
げ
た
建
物
の
描
写
の
粗
密
が

目
立
つ
。
宿
中
央
の
大
沢
橋
畔
付
近
の
家
々
の
描
写
が
、
献
上
本
で
は
詳
細
で
あ
る
が
、

実
務
本
は
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
土
蔵
の
屋
号
を
表
す
紋
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
【
図
５
】。
た
だ
、
家
の
向
き
や
家
数
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か

ら
下
書
き
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
風
景
で
あ
る
が
、「
中
山
道
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
色
彩
、
家
な
ど
の
描
法
、

遠
景
を
含
め
た
風
景
か
ら
は
、
献
上
本
と
実
務
本
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
無
い
。
し
か
し
、

「
中
山
道
」
以
外
の
絵
図
は
、
両
者
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
越
谷
宿
を
例

に
と
る
と
、
宿
場
周
辺
の
色
彩
が
、
実
務
本
は
本
紙
の
ま
ま
の
ほ
ぼ
無
色
に
対
し
て
、

献
上
本
は
余
白
部
分
ま
で
薄
く
茶
系
の
絵
の
具
が
ひ
か
れ
、
し
か
も
霞
が
た
な
び
く
よ

う
な
濃
淡
を
左
右
方
向
に
伸
ば
し
て
い
る
。
木
立
や
遠
望
す
る
寺
院
や
山
々
も
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
る
。
街
道
や
溜
井
、
河
川
等
色
を
差
す
面
積
が
比
較
的
大
き
な
箇
所
で
は
、

献
上
本
は
き
っ
ち
り
と
塗
り
、
溜
井
な
ど
の
奥
行
き
の
あ
る
場
所
は
手
前
側
が
淡
く
、

奥
は
徐
々
に
濃
く
塗
り
分
け
る
な
ど
の
美
的
な
要
素
が
見
出
せ
る
。
一
方
、
実
務
本
は
、

濃
淡
の
塗
り
分
け
で
は
な
く
色
ム
ラ
が
顕
著
で
あ
る
。
極
端
に
言
う
と
色
が
入
っ
て
い

れ
ば
い
い
と
い
う
感
覚
さ
え
見
え
る
の
で
あ
る
。
実
務
的
に
は
、
ど
の
あ
た
り
に
何
が

あ
る
か
を
把
握
で
き
れ
ば
支
障
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。【
図
６
】

　

こ
の
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
を
絵
画
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
献
上
本
は
鑑
賞
に
耐

え
う
る
絵
図
。
実
務
本
は
、
ま
さ
に
実
用
に
供
す
る
た
め
に
描
い
た
と
い
え
る
。
同
じ

街
道
各
巻
、
ま
た
献
上
本
と
実
務
本
、
そ
れ
ぞ
れ
各
巻
毎
に
違
う
絵
師
（
絵
心
の
あ
る

者
）
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
同
一
街
道
で
あ
っ
て
も
、
隣
り
合
う
巻

は
別
の
絵
師
で
あ
り
、
献
上
本
と
実
務
本
で
は
、
同
一
巻
で
あ
っ
て
も
別
の
絵
師
が
担

当
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
巻
数
を
、
数
年
で
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ

と
分
担
作
業
が
必
要
と
な
る
。
一
巻
で
あ
っ
て
も
複
数
の
絵
師
が
あ
た
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
一
巻
仕
上
げ
る
と
別
の
巻
と
い
う
よ
う
に
、
複
数
の
巻
を
担
当
し
た
と

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
献
上
本
の
「
日
光
道
中
」
第
一
・
二
巻
を
担
当
し
た
絵
師
は
、
そ

の
描
法
等
か
ら｢

奥
州
道
中｣

の
第
三
巻
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

献
上
本
と
実
務
本
の
双
方
を
担
当
し
た
絵
師
も
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
全
体
の
傾
向
と

し
て
献
上
本
は
師
匠
筋
の
絵
師
が
担
当
し
、
実
務
本
は
弟
子
筋
な
ど
や
や
腕
の
落
ち
る

絵
師
が
担
当
し
た
と
考
え
て
い
る
。
勿
論
、「
奥
州
道
中
」
の
よ
う
に
師
匠
筋
の
絵
師

が
担
当
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
将
軍
に
御
覧
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
献
上

本
に
つ
い
て
は
弟
子
筋
が
担
当
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

方
位　

街
道
絵
図
は
、
長
く
ま
た
所
々
で
屈
曲
す
る
街
道
を
、
規
定
の
紙
幅
の
中
に
描

き
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
、
縮
尺
も
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
担
当
者
に
と
っ
て
は
文
字
ど
お
り
至
難
の
業
と
な
る
。
そ
こ
で
街
道
の

向
き
を
修
正
す
る
た
め
、
方
位
記
号
に
よ
る
図
示
が
必
要
に
な
る
。【
図
７
】

　

方
位
記
号
は
、
街
道
外
の
空
間
に
円
を
描
き
、
円
内
に
「
東
西
南
北
」
の
文
字
を
記

し
て
い
る
（
以
下
「
方
位
円
」）。
さ
ら
に
修
正
の
角
度
を
「
辰
三
分
」
な
ど
と
記
し
て

い
る
。献
上
本
と
実
務
本
の
同
一
地
点
で
照
合
す
る
と
、角
度
の
修
正
は
厳
密
に
は
所
々

で
数
度
の
角
度
の
違
い
が
あ
る
が
、近
代
的
機
器
で
測
量
を
し
た
地
図
で
は
な
い
の
で
、
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誤
差
の
範
囲
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、こ
こ
で
触
れ
た
い
こ
と
は
、方
位
円
の
記
載
で
あ
る
。『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
は
面
相
筆
の
よ
う
な
極
め
て
細
い
筆
に
よ
り
、
手
書
き
で

記
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
献
上
本
・
実
務
本
と
も
に
見
ら
れ
る
作
業
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
務
本
に
は
、
手
書
き
ば
か
り
で
な
く
判
（
印
鑑
／
ス
タ
ン
プ
）
で
捺

さ
れ
た
方
位
円
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
数
は
数
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
感
覚
的
に

は
半
数
近
く
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
実
務
本
の
方
位
円
に
つ
い
て
は
、
欠
落
、
円
の
み
、

円
部
分
が
二
重
（
ズ
レ
）
な
ど
の
指
摘
も
あ
る（
８
）。

　

実
務
本
を
丹
念
に
見
て
い
く
と
、
判
は
五
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
中
山
道
」

だ
け
で
も
四
種
類
あ
る
。

　

Ａ
タ
イ
プ
は
、
大
成
村
を
境
に
江
戸
方
向
に
比
較
的
多
い
。
径
が
一
・
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
Ａ
タ
イ
プ
に
属
す
る
が
Ａ
タ
イ
プ
と
し
て
「
西
」
の
冠
の
一
か
ら
出
る

右
へ
の
払
い
が
下
方
向
に
流
れ
る
も
の
も
あ
る
。
Ａ
・
Ａ
タ
イ
プ
と
も
「
北
」
の
左
下

か
ら
右
方
向
へ
の
跳
ね
が
、
右
へ
長
く
伸
び
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。

　

Ｂ
タ
イ
プ
は
、
径
は
Ａ
タ
イ
プ
と
同
寸
で
大
成
村
以
北
に
多
い
。「
西
」
が
「
酉
」

の
よ
う
に
箱
の
中
に
短
く「
一
」が
入
っ
て
い
る
。「
北
」は
、Ａ
タ
イ
プ
と
同
じ
。「
東
」

は
、
他
よ
り
も
上
部
の
横
棒
が
長
い
。「
南
」
は
、「　

」
と
特
異
な
字
で
あ
る
。

　

Ｃ
タ
イ
プ
も
Ａ
・
Ｂ
タ
イ
プ
と
同
寸
で
、「
北
」の
左
下
か
ら
の
払
い
が
横
に
流
れ
る
。

「
東
」
の
上
部
の
横
棒
が
他
よ
り
も
短
く
、「
南
」
の
構
え
の
右
側
が
内
側
（
左
方
向
）

に
向
か
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
タ
イ
プ
は
、円
の
み
で
方
位
の
文
字
が
無
い
、ま
た
は
薄
く
、径
も
一
・
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
で
、「
浦
和
新
田
」
と
「
根
岸
村
」
付
近
で
は
円
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
献
上
本

で
は
、
同
位
置
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
の
場
合
、
円
と
方
位
が
一
体
化

し
た
判
で
は
な
く
、
円
と
方
位
文
字
は
別
判
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
二
ヶ
所
の
円
だ
け
で
あ
る
の
は
単
な
る
捺
し
忘
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

円
は
一
つ
の
円
で
は
な
く
、
半
円
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
、「
下
戸
田
村
」

の
半
円
だ
け
の
も
の
か
ら
わ
か
っ
た
。
文
字
は
、
不
鮮
明
で
あ
る
が
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
ど

の
タ
イ
プ
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
の
タ
イ
プ
の
円
も
、
半
円
を
使
用
し

て
い
る
か
の
確
証
は
な
い
。

　

Ｅ
タ
イ
プ
は
、「
東
海
道
」
で
み
ら
れ
る
が
、
径
一
・
五
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
や
や
大

型
化
し
て
い
る
。
文
字
は
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
Ｄ
タ
イ
プ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
一
・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
重
な
り
合
っ
た
二
重

円
と
い
う
よ
り
、
円
内
に
小
円
を
捺
そ
う
と
し
て
ず
れ
て
し
ま
っ
た
感
の
あ
る
円
も
み

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
描
き
と
判
の
混
在
は
、作
業
の
分
担
と
効
率
化
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
数
種
類
の
判
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
間
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
、
実
務
本
の
性
格
を
表
し
て
い
る
。

町
村
名
と
位
置　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
異
同
は
、
一
見
し
た
だ
け
だ
と
あ
ま
り
気
が
つ

き
に
く
く
、
些
細
な
指
摘
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
項
以
降
で
指
摘
す
る
の
は
、
献

上
本
と
実
務
本
の
成
立
に
も
関
わ
る
こ
と
で
、比
較
的
目
に
つ
き
や
す
い
事
項
で
あ
る
。

　
「
日
光
御
成
道
」
の
第
三
巻
で
は
、
岩
槻
宿
の
町
名
と
そ
の
位
置
が
大
き
く
違
い
を

見
せ
て
い
る
。
岩
槻
の
名
称
で
あ
る
が
、
献
上
本
は
「
岩
附
宿
」、
実
務
本
は
「
岩
槻
宿
」

と
同
じ
地
名
で
は
あ
る
が
文
字
が
異
な
っ
て
い
る
【
図
８
】。
し
か
も
小
判
型
の
中
に

書
か
れ
た
宿
名
の
位
置
が
、
岩
槻
宿
中
ほ
ど
に
上
部
（
南
）
か
ら
伸
び
て
く
る
御
成
下

道
（
鈎
上
道
）
の
右
に
あ
る
の
が
献
上
本
。
左
に
あ
る
の
が
実
務
本
と
違
っ
て
い
る
【
図

９
】。
し
か
も
中
心
を
な
す
御
成
下
道
の
形
状
は
、
献
上
本
が
屈
曲
し
な
が
ら
伸
び
て

い
る
の
に
対
し
、
実
務
本
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
伸
び
て
い
る
。
絵
図
全
体
も
、
献
上
本
は

俯
瞰
的
に
描
く
が
、
実
務
本
は
鳥
瞰
的
に
間
上
か
ら
見
た
様
子
を
描
く
と
い
う
違
い
も

あ
る
。
そ
の
た
め
岩
槻
城
は
、
情
緒
的
に
描
か
れ
る
献
上
本
に
対
し
て
、
実
務
本
で
は

櫓
な
ど
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
城
を
取
り
囲
む
よ
う
に
周
囲
を
流
れ
る
元
荒
川

も
た
お
や
か
に
流
れ
る
献
上
本
、滔
々
と
流
れ
る
実
務
本
と
い
う
違
い
も
見
ら
れ
る【
図

10
】。

　
「
館
林
道
」
で
は
、
中
山
道
の
箕
田
追
分
か
ら
分
岐
し
て
忍
行
田
町
、
川
俣
関
所
で

利
根
川
を
渡
河
し
て
館
林
、
さ
ら
に
佐
野
で
例
幣
使
道
に
合
流
す
る
が
、
第
一
巻
の
忍

行
田
町
の
記
載
に
注
目
す
る
。
小
判
型
の
円
内
に
「
忍
行
田
町
」
と
通
例
の
記
載
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
右
に
は
、
こ
れ
か
ら
向
か
う
次
宿
な
ど
の
名
と
里
程
が
記
さ
れ
る
。

献
上
本
は
、
手
前
の
中
山
道
鴻
巣
宿
の
名
と
里
程
が
記
さ
れ
る
。
実
務
本
は
、
川
俣
関

所
が
控
え
る
上
新
郷
の
み
な
ら
ず
、
利
根
川
対
岸
の
川
俣
、
そ
し
て
館
林
ま
で
の
名
と

里
程
が
記
さ
れ
て
い
る
【
図
11
】。
両
本
の
記
述
は
全
く
相
違
し
て
お
り
、
他
巻
で
は

́

́
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例
の
少
な
い
三
つ
の
村
名
と
里
程
が
記
さ
れ
る
異
例
の
記
載
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
献
上

本
は
、
将
軍
上
覧
を
意
識
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
五
街
道
の
鴻
巣
宿
と
の
関
係
を
あ
え

て
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
実
務
本
は
、
次
の
大
き
な
村
で
関
所
が
設
置
さ
れ

て
い
る
村
の
み
な
ら
ず
、
利
根
川
渡
河
と
い
う
重
要
地
点
、
そ
し
て
そ
の
先
の
城
下
町

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
館
林
道
は
、
将
軍
の
日
光
社
参

時
に
は
、
日
光
御
成
道
と
日
光
道
中
は
、
将
軍
お
よ
び
供
奉
す
る
諸
大
名
・
役
人
で
混

雑
す
る
た
め
、
御
三
家
な
ど
は
中
山
道
経
由
で
館
林
道
、
壬
生
通
と
迂
回
路
を
と
っ
て

日
光
に
向
か
う
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
し
て
、
忍
行
田
町
の
里
程
を
詳
細

に
記
述
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
実
務
本
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

絵
図
内
の
情
報　

こ
の
他
、
両
絵
図
で
は
、
文
言
記
載
の
情
報
に
異
同
が
散
見
さ
れ
る
。

ま
ず
、
全
般
的
な
異
同
で
は
、
街
道
上
に
記
さ
れ
た
宿
村
や
橋
梁
、
寺
社
名
な
ど
の
文

字
情
報
は
、
献
上
本
で
は
絵
図
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
文
字
が
丁
寧
か
つ
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。
実
務
本
で
は
、
反
対
に
文
字
が
大
き
く
目
立
つ
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
「
日
光
御
成
道
」
を
例
に
と
る
と
文
字
情
報
は
、
両
者
の
異
同
が
顕
著
で
あ

る
。
こ
の
街
道
沿
い
に
は
、
将
軍
の
日
光
社
参
時
に
昼
休
所
と
な
る
錫
杖
寺
が
あ
る
。

こ
の
寺
は
御
朱
印
地
を
も
っ
て
い
る
が
、
献
上
本
に
は
「
御
朱
印
寺
地
」
の
文
字
が
錫

杖
寺
の
文
字
の
右
肩
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
務
本
に
は
、「
朱
印
寺
地
」
の

記
載
が
無
い
【
図
12
】。
こ
れ
は
、
こ
の
道
中
の
他
の
朱
印
寺
で
も
見
ら
れ
る
事
象
で
、

将
軍
が
御
覧
に
な
る
情
報
と
し
て
は
、
日
光
社
参
が
あ
る
た
め
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で

漏
ら
す
こ
と
は
な
く
、
道
中
奉
行
に
と
っ
て
は
寺
社
奉
行
の
管
轄
と
な
る
寺
社
に
つ
い

て
は
、管
轄
外
情
報
と
し
て
記
す
こ
と
の
必
要
性
が
無
か
っ
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
日
光
御
成
道
」
に
お
い
て
河
川
、
道
中
で
は
川
口
宿
付
近
で
芝
川
が
、
鳩
ヶ
谷
宿

で
は
見
沼
代
用
水
が
流
れ
て
い
る
。
社
寺
は
街
道
に
は
直
接
は
関
係
し
な
い
が
、
河
川

は
渡
河
、
架
橋
な
ど
密
接
に
関
与
す
る
。
そ
の
た
め
献
上
本
で
は
水
源
と
流
下
先
程
度

の
簡
略
し
た
解
説
だ
け
だ
が
、
実
務
本
で
は
水
源
等
の
み
な
ら
ず
、
距
離
、
目
的
な
ど

詳
細
に
記
載
し
て
い
る
【
図
13
】。
河
川
は
街
道
管
理
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
「
館
林
道
」
で
は
、
河
川
で
は
先
述
の
と
お
り
利
根
川
を
渡
河
す
る
。
こ
の
利
根
川

に
関
す
る
記
述
は
同
様
で
あ
る
が
、
河
川
名
と
解
説
の
方
向
、
す
な
わ
ち
上
流
を
頭
に

し
て
書
く
か
、
下
流
を
頭
に
し
て
書
く
か
と
い
う
異
同
が
見
ら
れ
る
。
献
上
本
で
は
、

上
流
を
頭
に
し
て
下
流
に
向
か
っ
て
川
名
な
ど
の
文
字
書
く
と
い
う
法
則
が
あ
る
。
こ

う
な
る
と
場
所
に
よ
っ
て
は
絵
図
で
は
上
流
が
下
に
な
り
、
下
流
に
な
る
上
方
に
向

か
っ
て
流
れ
て
お
り
、
文
字
を
見
る
際
に
は
、
文
字
が
下
か
ら
上
へ
反
対
に
な
る
。
一

方
、
実
務
本
は
下
流
が
頭
で
上
流
に
向
か
っ
て
書
く
【
図
14
】。
こ
れ
は
文
字
が
上
方

か
ら
下
方
へ
書
か
れ
て
い
る
の
で
見
や
す
く
な
る
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
の
例
示
を
し
た
よ
う
に
、
献
上
本
は
将
軍
が
御
覧
に
な
る
こ
と
を

意
識
し
て
作
成
さ
れ
、
美
的
や
鑑
賞
と
い
う
点
を
意
識
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
た

や
実
務
本
は
、
道
中
奉
行
所
内
で
役
人
が
実
際
の
街
道
管
理
の
た
め
に
実
用
的
に
使
用

す
る
た
め
、
極
力
美
的
な
要
素
を
排
し
て
文
字
の
大
型
化
、
豊
富
で
業
務
上
必
要
な
情

報
を
記
載
し
た
、
ま
さ
に
実
務
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
の
献
上
本
と
実
務
本
は
、
正
本
・
副
本
と
い
う
位
置
づ
け

よ
り
、
全
く
目
的
が
異
な
っ
た
絵
図
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
「
総
目
」
の
巻
末
に
あ
る
「
絵
図
并
大
概
書
」
か
ら
、
将
軍
に
献
上

す
る
た
め
に
作
成
し
、
合
わ
せ
て
実
務
用
に
も
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
正
本
・
副
本
と
い
う
扱
い
が
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め

副
本
と
し
て
の
実
務
本
（
郵
政
博
本
）
は
、
や
や
も
す
る
と
軽
ん
じ
ら
れ
て
き
た
傾
向

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
再
検
討
を
し
て
み
る
と
、
当
初
は
実

務
本
の
製
作
が
意
図
さ
れ
て
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
仕
事
は
是
非

と
も
将
軍
に
献
上
し
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
献
上
本
が
作
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
絵
図
并
大
概
書
」
で
は
、
正
直
な
経
緯
を
記
す
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
献
上
本
が
最
初
に
あ
り
き
、
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
実
務
本
（
郵
政
博
本
）
の
発
見
か
ら

　

実
務
本
（
郵
政
博
本
）
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
調
査
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
同
館
学
芸
員
で
も
、
す
べ
て
の
絵
図
を
一
つ
の
機
会
に
開
く
と
い
う
こ
と
は
労
力

的
に
も
時
間
的
に
も
多
く
を
要
し
、
時
々
で
必
要
な
絵
図
の
み
を
調
査
す
る
に
留
ま
っ

て
い
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
第
五
分
科
会
及
び
今
回
の
展
示
の
た
め
の
調
査
、
そ

し
て
展
示
に
際
し
て
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
前
項
で
述
べ
た
制
作
目
的
を
補
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強
し
た
い
。

下
げ
札　

第
一
点
目
は
、「
足
尾
道
見
取
絵
図
控
」
第
五
巻
表
紙
の
前
小
口
（
開
く
側
）

に
貼
ら
れ
た
小
片
の
紙
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
表
紙
か
ら
内
側
に
折
り
込
ま
れ
て
い
た
。

貼
紙
は
、
古
色
に
変
色
し
、「
足
尾
道
見
取
絵
図
控　

五
巻
・
ぬ
一
」
と
記
載
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
絵
図
を
平
積
み
に
し
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
下
げ
札

に
な
り
、
前
小
口
を
正
面
に
し
た
場
合
に
平
積
み
さ
れ
た
絵
図
か
ら
該
当
す
る
絵
図
を

検
索
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
【
図
15
】。
道
中
奉
行
所
で
は
、
棚
に
絵
図
が

平
積
み
に
さ
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。他
の
絵
図
に
は
、貼
紙
は
な
か
っ

た
が
、紙
が
剥
が
れ
た
痕
跡
が
あ
る
絵
図
が
相
当
散
見
さ
れ
た
。唯
一
残
っ
て
い
た「
足

尾
道｣

の
貼
紙
の
存
在
は
、
次
の
点
と
共
に
重
要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
。

小
口
墨
書　

同
時
に
展
示
の
際
に
、
開
か
な
い
絵
図
を
一
ケ
ー
ス
内
に
集
め
て
平
積
み

に
し
た
と
こ
ろ
、
小
口
の
地
部
分
に
墨
書
が
見
ら
れ
る
絵
図
が
見
つ
か
っ
た
。
次
第
に

見
て
い
く
と
五
巻
ほ
ど
確
認
で
き
た
。
中
山
道
で
は
「
中
之
六　

贄
川　

奈
良
井　

薮

原　

宮
ノ
越　

福
島　

上
松　

須
原
」
と
書
か
れ
、
地
部
の
小
口
か
ら
検
索
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
【
図
16
】。

　

本
来
は
他
の
絵
図
に
も
当
然
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
逓
信
博
物
館
時
代
か
ら
順

次
裏
打
ち
修
復
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
天
地
の
小
口
に
保
存
と
利
用
の
た
め
に
余
白
を

も
っ
た
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

残
さ
れ
た
数
巻
の
裏
打
ち
修
復
は
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
地
部
の
小
口
を
慎
重
に
扱
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
点
の
発
見
に
よ
り
、
当
初
か
ら
折
本
装
で
制
作
さ
れ
、
道
中
奉
行
所
で
の
保

管
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

貼
紙
修
正　

三
点
目
は
、
当
初
作
成
し
た
絵
図
部
分
に
、
そ
の
上
か
ら
貼
り
込
み
修
正

し
た
箇
所
が
見
ら
れ
た
。

　
「
東
海
道
」
第
三
巻
の
濁
澤
村
に
は
、
街
道
上
に
修
正
の
た
め
に
添
付
さ
れ
た
貼
紙

が
あ
る
。
貼
紙
は
上
部
の
み
糊
付
け
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
初
の
絵
図
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
【
図
17
】。
修
正
前
と
修
正
後
を
見
比
べ
る
と
、
若
干
街
道
の
屈
曲
に

変
化
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
素
人
目
に
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
と
は
思
わ
な
い
が
、
当
時

の
街
道
管
理
上
重
要
な
こ
と
と
し
て
修
正
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
修
正
部

分
に
は
、
当
初
は
方
位
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
判
で
は
な
く
新
た
に
手
書
で
加

え
ら
れ
て
い
る
。

管
理
用
貼
紙　
「
東
海
道
」
第
十
一
巻
で
は
、
日
岡
村
付
近
に
貼
紙
が
あ
る
。
こ
れ
は

新
規
に
休
所
を
設
置
す
る
願
い
に
対
し
て
、
道
中
奉
行
所
で
周
辺
の
休
所
の
存
在
を
確

認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
貼
紙
の
記
載
を
確
認
し
た
い
。
六
枚
の
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
【
図
18
】。

　
　
「
木
食
常
接
待
所

　
　
　
　

 

梅
香
庵　

」

　
　
「
此
庵
地
よ
り

　
　
　
　

 

蹴
上
九
躰
丁
迠
凡
十
二
丁
程

　
　
　

新
規
休
所
願
場
所
迠
凡
七
丁
余

　
　
　

千
本
松
吉
祥
院
迠
凡
弐
丁
余
」

　
　
「
常
接
待
所

　
　
　

 

千
本
松
吉
祥
院
」

　
　
「
此
吉
祥
院
よ
り

　
　
　
　

 

蹴
上
九
躰
町
迠
凡
十
丁

　
　
　
　

 

新
規
休
所
願
場
所
迠
凡
五
丁
」

　
　
「
先
達
而
之
御
普
請
出
来
形
帳
江
引
合
候
へ
ハ

　
　

 

此
邊
姥
か
峠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
「　
　
　
　

新
規
休
所
願
場

　
　

 

此
所
よ
り
九
躰
丁
迠
凡
四
丁
余

　
　

 

御
仕
置
場
迠
凡
二
十
間　
　
　

」

　

こ
の
日
岡
村
付
近
の
貼
紙
で
は
、
新
規
に
願
い
が
あ
っ
た
休
所
予
定
地
か
ら
、
既
存

の
木
喰
が
設
置
し
た
梅
香
庵
と
千
本
松
吉
祥
院
か
ら
の
距
離
、
予
定
地
の
先
の
町
場
で

あ
る
蹴
上
九
躰
町
ま
で
の
距
離
を
記
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
、
既
存
施
設
と
の
競
合
関

係
や
必
要
性
を
検
討
し
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
新
規
に
開
設
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
か
は
確
認
で
き
な
い
。
現
代
で
も
薬
局
や
理
容
関
係
な
ど
で
役
所
の
認
可
関
係
で
行

わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
で
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
街
道
の
維
持
の
た
め
に
、

新
規
に
開
設
し
て
共
に
賑
わ
う
の
か
、
ま
た
は
共
倒
れ
し
て
衰
微
し
て
し
ま
う
の
か
、
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と
う
い
こ
と
が
、
街
道
を
管
理
す
る
道
中
奉
行
所
に
と
っ
て
は
重
要
な
案
件
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

次
に
「
甲
州
道
中
」
第
九
巻
の
上
諏
訪
宿
で
も
貼
紙
が
み
ら
れ
る
【
図
19
】。

　
　
　
　
　
　

 
城
下

「
諏
訪
因
幡
守  

領
分  
甲
州
道
中
上
諏
訪
宿
往
還
漸

　

三
間
程
之
処
町
方
之
儀
ニ
付
商
荷
物
又
者
土
地
之
人
馬
等

　

出
入
繁
其
外
旅
荷
物
数
多
落
合
候
節
ハ
往
来

　

差
支
其
上
火
災
之
節
者
防
人
数
差
配
等
甚
及
混
雑

　

 

相
成  

候
故
を
以

　

一
享
和
三
亥
年
城
下
町
多
分
焼
失
之
砌
道
廣
之
儀

　
　

伺
之
通
被
仰
渡
候　

但
し  

為  

評
議
御
下
ヶ
有
之

　

一
文
政
五
午
年
右
道
廣
不
致
分
焼
失
ニ
付
道
廣
之
儀

　
　

伺
之
通
被
仰
渡
候　

但
評
議
御
下
ヶ
有
之

　

一
嘉
永
元
申
年
右
両
度
共
道
廣
不
致
分
焼
失
ニ
付

　
　

道
廣
之
儀
伺
之
通
被
仰
渡
候　

但
評
議
御
下
ヶ
有
之

　
　
　

附
五
間
ヨ
リ
六
間
程
ニ
廣
候
事　
　
　
　
　
　
　

」

　

内
容
は
、
上
諏
訪
宿
内
の
道
路
拡
幅
に
関
す
る
事
柄
で
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
と
四
十
五
年
越
し
の
懸
案
で
、

道
幅
が
僅
か
三
間
の
た
め
事
故
が
多
く
、
六
間
に
拡
幅
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
貼
紙
は
、
道
中
奉
行
所
で
は
街
道
管
理
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
好
資
料
で

あ
る
。
し
か
も
少
な
く
と
も
、
幕
末
近
く
の
嘉
永
元
年
ま
で
絵
図
が
使
用
さ
れ
て
い
た

痕
跡
を
示
し
て
い
る
。

絵
師
の
描
写
裁
量　

絵
図
内
の
表
現
に
、
紅
葉
等
の
季
節
感
を
描
写
す
る
裁
量
が
あ
る

こ
と
は
想
像
さ
れ
た
が
、「
中
山
道
」
な
ど
か
ら
両
本
と
も
に
同
様
に
紅
葉
表
現
は
描

写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
務
本
の
み
に
見
ら
れ
る
表
現
描
写
が
あ
る
。

　
「
江
島
道
」（
江
の
島
道
）
で
は
、
鎌
倉
か
ら
先
、
江
の
島
に
か
け
て
、
特
に
海
岸
沿

い
に
「
雪
」
の
表
現
が
み
ら
れ
る
【
図
20
】。
積
雪
で
は
な
く
降
雪
で
、
折
し
も
雪
が

降
り
始
め
た
時
を
描
写
し
た
観
が
あ
る
。「
江
島
道
」
の
献
上
本
を
実
見
し
て
い
な
い

の
で
東
京
国
立
博
物
館
の
画
像
検
索
と
東
京
美
術
刊
の
写
真
版
か
ら
の
情
報
で
は
あ
る

が
、
実
務
本
の
よ
う
な
降
雪
表
現
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
実
務
本
の
「
江
島
道
」

を
担
当
し
た
絵
師
の
独
創
的
な
風
景
描
写
と
も
い
え
、絵
師
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
、

あ
る
い
は
道
中
奉
行
所
側
か
ら
雪
表
現
の
指
示
が
あ
っ
た
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
前
項

で
は
、
献
上
本
に
鑑
賞
を
意
識
し
た
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

実
務
本
で
も
「
江
島
道
」
は
例
外
と
い
え
る
。
な
お
、
江
の
島
付
近
に
は
、
色
ム
ラ
か

貼
紙
が
あ
っ
た
よ
う
な
痕
跡
の
箇
所
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

制
作
方
法　

実
務
本
は
、
献
上
本
と
比
較
し
て
用
途
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
前
項
で
は
、
実
務
本
作
成
が
主
目
的
で
あ
り
、
そ
の
過

程
で
の
献
上
本
作
成
で
あ
っ
た
可
能
性
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
、
献
上
本
と
実

務
本
の
ど
ち
ら
が
先
行
し
て
作
成
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
の
か

を
考
え
て
み
た
い
。

　

絵
図
は
、
絵
画
同
様
に
下
図
（
画
稿
）
が
作
成
さ
れ
て
後
、
清
書
さ
れ
た
と
素
直
に

考
え
た
い
。
絵
図
は
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
で
あ
り
、「
絵
図
并
大
概
書
」
に
あ
る

と
お
り
測
量
を
し
て
縮
尺
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
前
述
し
た
が
道
幅
や
家
屋
な
ど
は
誇

張
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
距
離
（
長
さ
）
は
正
確
を
要
す
る
た
め
、
下
図
が
作
成
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
務
本
は
、
献
上
本
を
写
し
た
と
い
う
見
解（
９
）も
あ
る
が
、

清
書
さ
れ
た
、
ま
し
て
献
上
本
を
写
す
（
敷
き
写
し
）
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

街
道
部
分
以
外
は
、
あ
ま
り
に
も
両
本
の
違
い
が
で
て
い
る
。
や
は
り
下
書
き
を
作
成

し
、
そ
れ
を
元
に
絵
師
た
ち
が
分
担
し
て
平
行
作
業
と
し
て
作
成
し
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
今
回
の
展
示
ポ
ス
タ
ー
作
製
に
際
し
て
、
日
光
道
中
栗
橋
宿
に
関
し
て
、

両
本
を
同
率
の
縮
尺
で
写
真
を
引
き
伸
ば
し
て
太
陽
に
翳
し
て
照
合
し
た
と
こ
ろ
街
道

部
分
は
完
全
に
一
致
し
て
い
た
。
前
述
の
と
お
り
、
画
質
に
優
劣
が
あ
る
こ
と
は
指
摘

し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
街
道
に
関
し
て
は
下
書
き
を
元
に
清
書
さ
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

文
字
情
報
に
関
し
て
は
、
両
本
そ
れ
ぞ
れ
書
き
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
勿
論

下
書
き
が
作
成
さ
れ
て
絵
図
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
が
、
実
務
本
は
、
前
述
の
よ
う
に
街

道
情
報
が
詳
細
な
部
分
が
あ
り
、
道
中
奉
行
所
で
書
き
入
れ
る
べ
き
情
報
と
し
て
作
成

担
当
に
示
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
街
道
基
本
情
報
と
し
て
、
両
本
同
一
の

下
書
き
を
元
に
記
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
実
務
本
に
は
街
道
情
報
に
脱
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漏
が
あ
り
、
後
に
追
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
個
所
が
散
見
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
「
中

山
道
」
第
一
巻
の
蕨
宿
の
「
問
屋
場
」
な
ど
は
、
周
辺
の
情
報
と
は
明
ら
か
に
異
筆
で

記
さ
れ
て
い
る
【
図
21
】。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
務
本
の
文
字
は
、

絵
の
部
分
同
様
に
献
上
本
に
比
べ
て
上
手
と
は
言
い
難
く
、
追
記
さ
れ
た
文
字
は
武
骨

の
感
が
あ
る
。
絵
図
と
し
て
一
応
の
完
成
を
見
て
、
情
報
の
記
入
漏
れ
が
無
い
か
の
最

終
チ
ェ
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
て
追
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
照
合
す
る
元
が
、

下
図
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
同
一
性
を
意
識
し
て
献
上
本
と
共
に
照
合
し
た
の
か
。

私
見
と
し
て
文
字
情
報
は
、
絵
図
作
成
と
同
様
に
下
図
に
記
さ
れ
た
情
報
を
記
入
し
た

が
、
最
終
校
正
で
献
上
本
と
異
同
が
無
い
か
照
合
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
い
。

五
　『
宿
村
大
概
帳
』
の
資
料
概
要

　
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
近
世
交
通
史
研
究
の
基
礎
史
料
と
し
て
知
ら
れ
、
児
玉
幸
多

編
『
近
世
交
通
史
料
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
五
街
道
と
そ
の
付
属
街
道
を

有
す
る
自
治
体
史
で
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
収
録
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
利
用

は
当
該
部
分
に
限
ら
れ
、
冒
頭
の
史
料
集
以
外
で
は
通
覧
す
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
た

め
か
、
深
く
研
究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
五
街
道
の
他
、
そ
の
付
属
街
道
と
し
て
美
濃
路
・
佐

屋
路
・
本
坂
通
・
山
崎
通
・
日
光
御
成
道
・
壬
生
通
・
例
幣
使
道
の
各
宿
と
水
戸
佐
倉

道
の
幕
府
管
理
の
三
宿
を
収
載
し
て
い
る
。
内
容
は
、
宿
高
・
人
口
（
男
・
女
）・
本

陣
規
模
・
旅
籠
数
・
家
数
・
人
馬
賃
銭
・
社
寺
・
沿
道
の
村
名
・
掃
除
場
・
生
業
・
並

木
・
一
里
塚
・
立
場
・
河
川
・
河
岸
・
橋
梁
・
産
業
な
ど
の
概
要
を
記
し
て
い
る
。

　

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
に
紹
介
し
た
と
お
り
「
絵
図
并
大
概
書
」
で
は
、
寛
政

年
中
に
五
街
道
と
附
属
街
道
の
延
絵
図
と
と
も
に
大
概
書
を
作
成
す
る
た
め
再
調
査
し

て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
将
軍
に
献
上
し
た
と
す
る
。
こ
の
完
成
を
報
告
し
た

と
こ
ろ
再
度
命
を
受
け
、
大
概
書
は
改
め
て
校
本
を
作
成
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
寛
政
期
に
調
査
し
て
文
化
三
年
に
完
成
し
た
が
、
改
め
て
命
を
受
け
て
校
本
を

作
り
な
お
し
た
。
こ
の
校
本
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
前
後
の
宿
内
人
口
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
こ
の
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（【
図
22
】）。

　

現
在
郵
政
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
宿
村
大
概
帳
』
が
唯
一
の
資
料
で
あ
る
が
、
駅
逓

局
長
前
島
密
が
命
じ
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
駅
逓
志
稿
』

編
纂
資
料
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る　

。

六
　『
宿
村
大
概
帳
』
制
作
を
め
ぐ
っ
て

原
本
と
校
本
の
存
在　
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
と
も
に
文
化

三
年
に
献
上
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
再
度
命
を
受
け
て
校
本
が
作
成
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
現
在
伝
わ
る
郵
政
博
物
館
所
蔵
の
『
宿
村
大
概
帳
』
か
ら
、
成
立
を
め
ぐ
っ

て
い
く
つ
か
の
謎
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

第
一
に
、
文
化
三
年
に
献
上
さ
れ
た
当
初
の
『
宿
村
大
概
帳
』
は
何
処
に
行
っ
た
の

か
。『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
、
現
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
に
補
完

し
合
う
資
料
の
一
方
が
何
故
見
つ
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、「
絵
図
并
大
概
書
」
に
よ
れ
ば
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
同
様
三
組
作
成

さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
三
組
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
紅
葉
山
文
庫
収
蔵
資
料
の

多
く
は
、
明
治
維
新
後
に
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
、
今
日
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
を

は
じ
め
と
し
て
公
立
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、『
宿
村
大
概
帳
』
ら
し
き
資
料
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

第
三
に
、
校
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
三
部
作
成
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
校
本
は
何
処
に
い
っ
た
の
か
。

　

第
四
に
、『
宿
村
大
概
帳
』
と
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
、
同
時
に
作
成
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
見
取
絵
図
』
の
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
何
故
作
成
し
な
か
っ
た

の
か
。『
両
資
料
と
も
道
中
奉
行
所
に
お
い
て
街
道
管
理
に
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

制
作
経
緯
か
ら
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
双
方
を
照
合
す
る
こ
と
で
街
道
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
は
ず
な
の
に
、
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
現
存
の
『
宿
村

大
概
帳
』
は
、『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
資
料
で
あ
る
た
め
、
編
纂
過
程
で
五
街
道
と
付
属

街
道
と
幕
府
管
理
の
三
宿
以
外
の
部
分
は
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
疑
問
は

尽
き
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
現
存
す
る
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、『
駅
逓
志
稿
』
編
纂
資
料
で
あ
り
、

編
纂
が
開
始
さ
れ
た
明
治
十
二
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
同
十
五
年
迄
の
写
本
で
あ
る
。
少

（
10
）
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な
く
と
も
こ
の
時
点
で
一
組
の
校
本
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
が
、
写
本
が
あ
っ
て
も
原

本
に
あ
た
る
校
本
の
存
在
が
未
確
認
で
あ
り
、
行
方
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

写
本
の
誤
字
・
脱
字
・
後
筆　

明
治
十
二
年
〜
十
五
年
頃
の
写
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、『
宿
村
大
概
帳
』
に
は
誤
字
・
脱
字
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
先
行
す
る
原
本
や

校
本
と
の
校
正
や
照
合
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

誤
字
と
し
て
適
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
も
多
く
み
ら
れ
る
の
が
人
口
の

誤
り
で
あ
る
。
男
女
の
合
計
が
合
わ
な
い
例
が
多
い
。
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
数
が
誤
っ
て

い
る
の
か
、
合
計
が
誤
っ
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
五
人
前
後
合
致
し
な
い
例
が
あ
る
。

ま
た
、
幸
手
宿
の
宿
並
み
の
長
さ
が
、
わ
ず
か
四
十
五
間
と
極
端
に
短
く
、
単
純
に
丁

単
位
が
脱
字
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（【
図
23
】）。

　

さ
ら
に
中
田
宿
で
は
、
本
文
と
明
ら
か
な
異
筆
で
、「
上
江
嘉
永
二
酉
年
三
割
増
、

都
合
四
割
五
分
増
之
」
と
後
筆
さ
れ
て
い
る
（【
図
24
】）。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ

ろ
う
か
。
明
治
に
な
っ
て
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
割
増
賃
銭
を
追
記
し
た
の
か
。

そ
れ
な
ら
ば
脱
字
で
あ
っ
た
た
め
追
記
し
た
こ
と
に
な
り
、
校
正
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
あ
る
い
は
、
明
治
の
写
本
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
校
本
で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
き
な
疑
問
点
で
あ
る
。

成
立
年
代　

こ
れ
ま
で
人
口
調
査
か
ら
天
保
十
四
年
頃
に
校
本
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て

き
た
が
、
本
項
で
断
片
的
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
年
以
降
の
記
述
が
み
ら
れ
、
実

際
に
は
時
代
的
に
下
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
粕
壁
宿
で
は
人
口
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
で
あ
る
が
、
人
馬
賃
銭
定

に
つ
い
て
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
定
め
が
記
さ
れ
て
お
り
、
二
年
ほ
ど
下
が

る
。
ま
た
、
前
述
の
中
田
宿
の
後
筆
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
と

さ
ら
に
時
代
が
下
が
る
記
述
も
あ
り
、
現
在
伝
わ
る
『
宿
村
大
概
帳
』
が
校
本
だ
と
す

れ
ば
、
天
保
十
四
か
ら
弘
化
二
年
頃
に
一
応
の
成
立
を
見
た
が
、
そ
の
後
も
加
筆
修
正

が
行
わ
れ
て
嘉
永
二
年
頃
に
完
成
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
分
間
延
絵
図
』
と
の
異
同　

既
に
述
べ
た
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概

帳
』
と
の
異
同
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
制
作
事
情
か
ら
両
者
は
不
可
分
の
関

係
に
あ
り
、
同
一
箇
所
で
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
一
部
分
を
除
い
て
と

い
う
但
し
書
き
が
つ
く
。

　

基
本
的
に
は
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
同
じ
宿
場
で
区

切
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
唯
一
「
甲
州
道
中
」
の
末
尾
の
み
異
同
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。「
甲
州
道
中
」
の
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
九
巻
。『
宿
村
大
概
帳
』
は
八
冊
と

一
冊
少
な
く
な
っ
て
い
る
。『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
の
九
巻
目
は
、
上
諏
訪
宿
と
中

山
道
と
の
合
流
点
で
あ
る
下
諏
訪
宿
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
宿
村
大
概
帳
』

は
、
八
巻
目
に
上
諏
訪
宿
ま
で
を
収
載
し
て
い
る
。
下
諏
訪
宿
に
関
し
て
は
『
中
山
道

宿
村
大
概
帳
』
に
収
載
し
て
い
る
の
で
、
重
複
す
る
と
い
う
こ
と
で
割
愛
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
他
の
結
節
点
を
描
い
た
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
を
見
て
い
く
と
、
主
街
道
を

尊
重
し
て
、
こ
ち
ら
に
宿
場
を
掲
載
し
、
脇
街
道
と
な
る
絵
図
で
は
簡
略
化
し
て
描
い

て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
東
海
道
と
中
山
道
の
合
流
点
の
草
津
宿
は
好
例
で
あ
る
。
何

故
、
下
諏
訪
宿
だ
け
絵
図
に
見
出
し
を
付
け
て
ま
で
一
巻
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
、
下
諏
訪
宿
は
、
中
山
道
に
属
す
る
宿
場
で
あ
る
も
の
の
、
宿
の
成
立
事
情
か

ら
上
諏
訪
宿
と
一
帯
の
構
成
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
両
宿
で
一
巻
と
し
て
制
作
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

　

展
覧
会
や
分
科
会
を
通
し
て
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
に
関
す

る
知
見
を
述
べ
て
き
た
。『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
は
、
交
通
史
研
究
や
自
治
体
史
編

纂
で
は
、
第
一
級
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
未
解

明
な
点
が
多
い
ま
ま
利
用
さ
れ
て
き
た
。
幕
府
が
五
街
道
を
は
じ
め
、
所
管
す
る
脇
街

道
を
中
心
と
し
て
、
縮
尺
を
も
っ
て
方
位
修
正
を
行
っ
て
制
作
。
付
属
の
「
総
目
」
奥

書
に
あ
る
「
絵
図
并
大
概
書
」
に
よ
り
制
作
経
緯
が
明
ら
か
で
あ
り
、
幕
府
か
ら
浅
草

文
庫
、
そ
し
て
東
京
国
立
博
物
館
へ
と
来
歴
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
資
料
的
価
値
を
高
め
て
い
る
理
由
は
幾
多

も
あ
る
が
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
自
体
の
研
究
は
、
存
在
す
る
こ
と
自
体
に
何
ら

疑
問
を
持
た
ず
に
等
閑
に
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
当
初
か
ら
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
の
献
上
本
が
正
本
、
実
務
本
が
副

本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
将
軍
に
献
上
さ
れ
た
た
め
に
正
本

と
し
て
扱
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
本
来
制
作
の
意
図
の
端
緒
は
、
道
中
奉
行
所
で
街

道
管
理
の
た
め
に
実
務
用
と
し
て
企
画
さ
れ
て
作
成
が
目
論
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
大
部
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の
成
果
で
あ
り
、
全
国
を
広
範
囲
に
縦
覧
で
き
る
た
め
献
上
本
も
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
道
中
奉
行
所
で
利
用
の
た
め
に
、
鑑
賞
な
ど

の
美
的
要
素
に
は
頓
着
せ
ず
、
実
務
本
と
し
て
献
上
本
と
異
な
る
詳
細
な
情
報
を
記
入

し
、管
理
上
必
要
で
あ
れ
ば
貼
紙
等
な
ど
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
献
上
本
と
実
務
本
の
相
違
点
を
指
摘
し
、
新
た
な
発
見
な
ど
か
ら
実
用
に
供

さ
れ
た
こ
と
を
検
証
し
て
き
た
。『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』研
究
の
若
干
の
進
展
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

な
お
、『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
一
具
と
し
て
不
可
分
の

関
係
に
あ
っ
た
が
、
現
在
『
宿
村
大
概
帳
』
は
、
明
治
期
の
写
本
と
い
わ
れ
る
資
料
の

み
が
郵
政
博
物
館
に
伝
来
し
、
当
初
の
原
本
、
次
ぐ
校
本
が
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
こ

と
が
『
宿
村
大
概
帳
』
の
成
立
過
程
の
謎
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
検
証
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
記
述
事
項
の
年
代
か
ら
、
大
胆
で
は
あ
る
が
成
立
年
代

と
校
本
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
直
接
的
な
史
資
料
の
発
見
が
待
た
れ
る
が
、
現
時
点

で
は
周
辺
の
史
資
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

　

展
示
資
料
を
中
心
に
、
わ
ず
か
な
史
資
料
か
ら
の
不
充
分
な
比
較
検
証
と
浅
学
の
た

め
理
解
不
足
な
ど
あ
る
と
思
う
。
大
方
の
御
批
判
、
御
意
見
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
に
っ
ぽ
ん
歴
史
街
道　

江
戸
の
道
」
へ
の
『
五
街
道
分

間
延
絵
図
』
と
『
宿
村
大
概
帳
』
の
出
品
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、
本
稿
調
査
及
び
執
筆

に
御
協
力
い
た
だ
い
た
郵
政
博
物
館
主
席
資
料
研
究
員
井
上
卓
朗
氏
と
同
主
任
学
芸
員

井
村
恵
美
氏
。
さ
ら
に
執
筆
に
あ
た
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
郵
政
歴
史
研
究
会
第
五
分

科
会
長
山
本
光
正
氏
。
展
覧
会
担
当
と
し
て
助
言
を
し
て
く
れ
た
埼
玉
県
立
歴
史
と
民

俗
の
博
物
館
学
芸
主
幹
加
藤
光
男
氏
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
）　 

杉
山
正
司
・
加
藤
光
男「
連
携
と
比
較
展
示　

〜
特
別
展「
に
っ
ぽ
ん
歴
史
街
道　

江
戸

の
街
道
」
か
ら
〜
」（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
『
紀
要
』
第
九
号
・
二
〇
一
五

年
三
月
）

（
２
）　

十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉

（
３
）　 

指
定
は
桐
箪
笥
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
見
の
限
り
で
は
桐
材
と
い
う
よ
り
杉
材
と
思
わ

れ
る
。
箪
笥
は
、
お
そ
ら
く
仕
様
な
ど
か
ら
明
治
時
代
に
入
っ
て
の
製
作
と
み
ら
れ
、

浅
草
文
庫
の
収
蔵
時
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
４
）　 

井
上
卓
朗
「
郵
政
博
物
館
所
蔵
「
五
街
道
分
間
延
絵
図
」
の
概
要
」（
郵
便
史
研
究
会
『
郵

便
史
研
究
』
第
三
十
八
号
）
二
〇
一
四
年
九
月

（
５
）　 

次
項
で
触
れ
る
よ
う
に
、
一
帖
を
二
分
冊
と
し
た
『
美
濃
路
分
間
延
絵
図
控
』
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
制
作
後
に
道
中
奉
行
所
で
実
務
上
の
必
要
か
ら
分
割
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
当
初
の
「
総
目
」
と
は
員
数
が
相
違
し
て
い
る
。

（
６
）　

同
註
３

（
７
）　 

波
多
野
純
「
例
会
報
告
要
旨
『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
に
描
か
れ
た
宿
場
の
建
築
」（『
交

通
史
研
究
』
第
三
四
号
所
収
）
一
九
九
四
年

（
８
）　 

西
野
祐
馬
「『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
東
博
本
と
逓
信
本
の
製
作
背
景
―
『
五
街
道
分
間

延
絵
図
』
正
本
と
副
本
の
比
較
検
討
―
」
日
本
建
築
学
会
レ
ジ
ュ
メ　

二
〇
〇
六
年

（
９
）　

同
前

（
10
）　

児
玉
幸
多
「
宿
村
大
概
帳
」（『
国
史
大
辞
典
』
所
収
）

 

（
す
ぎ
や
ま
ま
さ
し　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
副
館
長
）
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図１-１　『五海道其外分間見取延絵図総目』跋文「絵図并大概書」画像提供・東京国立博物館

図１-２　画像提供・東京国立博物館
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図２-１　内題『五海道其外分間見取延絵図稿本総目』画像提供・東京国立博物館

図１-３　画像提供・東京国立博物館
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図３-１　『五海道其外分間延絵図見取
絵図書類総目録』表紙

画像提供・東京国立博物館

図２-２　「総目」　画像提供・東京国立博物館

図３-２　「総目録」　画像提供・東京国立博物館
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図４　『総目』に付けられた朱の合点　画像提供・東京国立博物館

図３-３　「総目録」（巻末）　画像提供・東京国立博物館
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図５-１　越谷宿（献上本）（矢印の土蔵に家紋あり）　画像提供・東京国立博物館

図５-２　越谷宿（実務本）（矢印の土蔵らしき建物には紋はない）
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図６-２　大聖寺（実務本）

図６-１　大聖寺（献上本）（樹木や田園の描写が丁寧）　画像提供・東京国立博物館
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図７-１　方位（献上本）　画像提供・東京国立博物館

図７-２　方位Ａタイプ（実務本）
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図７-４　Ｂタイプ

図７-３　Ａ′タイプ（半円を合わせている）
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図７-５　Ｃタイプ

図７-６　Ｄタイプ



『五街道分間延絵図』と『宿村大概帳』の制作

126（24）

図７-７　Ｅタイプ（東海道）

図７-８　円のみで方位なし
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図８-２　岩槻宿（実務本）

図８-１　岩附宿（献上本）　画像提供・東京国立博物館
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図９-１　御成下道（献上本）　画像提供・東京国立博物館

図９-２　御成下道（実務本）
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図10-１　岩槻城と元荒川（献上本）　画像提供・東京国立博物館

図10-２　岩槻城と元荒川（実務本）



『五街道分間延絵図』と『宿村大概帳』の制作

122（28）

図11-２　忍行田町（実務本）

図11-１　忍行田町（献上本）　画像提供・東京国立博物館
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図12-１　錫杖寺（献上本）　画像提供・東京国立博物館

図12-２　錫杖寺（実務本）
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図13-１　見沼代用水解説（献上本）　画像提供・東京国立博物館

図13-２　見沼代用水解説（実務本）
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図14-２　利根川の記述（実務本）

図14-１　利根川の記述（献上本）　画像提供・東京国立博物館
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図15　下げ札

図16　小口墨書



郵政博物館　研究紀要　第６号
（2015年３月）

117（33）

図17-１　濁澤村（修正前）

図17-２　濁澤村（修正後）
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図17-３　修正前（拡大）

図17-４　修正後（拡大）
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図18　日岡村付近貼紙

図19　上諏訪宿貼紙
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図20-１　雪の表現

図20-２　雪の表現と貼紙の痕跡か
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図21　蕨宿問屋場の文字
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図22-２　粕壁宿

図22-１　日光道中宿村大概帳（表紙）
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図22-４　粕壁宿人馬賃銭定（弘化２年）

図22-３　粕壁宿人口（天保14年改め）
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図23　幸手宿は、宿町並みの長さに脱字。

図24　中田宿の割増賃銭は嘉永２年。本文とは異筆。
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